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尾 鷲ヒノキ・ＦＳＣ® 認証材
2016年 5月26日～ 27日に開催された第42回先進国首脳会議において

FS C®認証を取得している三重県産材 “尾鷲ヒノキ” が首脳会議用テーブル等の材料として利用されました。

【木材監修】森林組合おわせ / 尾鷲林政推進協議会　【ＦＳＣ認証材生産】尾鷲市有林、速水林業、三井

物産㈱/三井物産フォレスト㈱、吉田本家　【上記木材の加工】森林組合尾鷲ＣｏＣグループ　【制作部門】 

㈱ ITOKI/ ㈱飛騨産業（メイン円卓 / 椅子）、　 ㈱オリバー（ワーキング円卓 / 椅子）、㈱乃村工藝社

（IMC ヒノキ舞台）　、 森林組合おわせ（その他）　【製作協力】＜製材部門＞泉林

業有限会社、植村材木店、カネタ産業有限会社、カネ兵製材所、塩崎商店、森

林組合おわせ円柱加工場　＜製造部門＞S JC 寿株式会社、ウッドメイクキタム

ラ、えびすや、工房 南、　ぬし熊、大建工業㈱、向井フトン店、井谷建築株式会社、

速水林業、有限会社　奥出建具店　尾鷲ヒノキ内装材加工協同組合【営業部門】

㈱グリーンマム　【行政協力】三重県 / 尾鷲市 / 紀北町【発行元 / お問合せ先】

森林組合おわせ /尾鷲林政推進協議会　TEL : 0597- 32- 0275

尾鷲市＆紀北町 in 三重県尾鷲ヒノキ
尾鷲ヒノキとは、一般的に三重
県南部の紀北地域（尾鷲市、紀
北町）で生産されるヒノキ材の
総称です。当地域は、1600年代
前半から人工造林が行われ、現
在もヒノキ人工林地帯の姿をと
どめています。雨が多く、地形
が急峻なことから、やせた土壌
となりやすく、木が生育するに
は非常に厳しい条件ですが、ゆっ
くりと長い年月をかけて育つこ
とにより、年輪が緻密で光沢の
ある材が生産され、市場で高い
評価と信頼を得ています。

ＦＳＣ® 認証は、 Forest S tewardship 
Council® （森林管理協議会）が運営す
る国際的な森林認証制度であり、環境
の保全に配慮し、持続可能な森林管理
やその産物である木材の加工、販売等
を行う組織を対象として認証します。
認証には以下の 2種類があります。
① FM（Forest  Management：森林管
理）認証 / 環境面に配慮した持続的森
林管理を行う組織を対象とした認証
② CoC（Chain of Custody：加工・流通
過程）　認証 / FM認証林の生産材を加工・
流通させる組織を対象とした認証

FSC® 認証とは
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ヒノキ曲わっぱの花器（漆仕上）

配偶者用ランチテーブル・椅子 Working-table

ヒノキのペン皿漆仕上

ヒノキエッセンシャルオイル ヒノキコースター“伊勢志摩サミットVeｒ” ヒノキディスクマット“WPC塗装” 国際メディアセンター“ヒノキ舞台” 国際メディアセンター“ヒノキの化粧枠”

ヒノキのディスプレイ ヒノキの弁当箱漆仕上 京都 未生流笹岡 家元作

“斎宮の花菖蒲”

随行者用机“Sherpa’s Desk”

三重県・尾鷲市紀北町の F S C 認証山林からの木材 を使用しております。

Main- table

森林組合おわせは
「伊勢志摩サミット」を応援しています


